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新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 08 展開方向 1

予算区分 一般会計

寿学園運営事業

令和２年度以降

款 0202 中大

～

健康福祉部

長寿・障がい福祉課

担当部

担当課

03　民生費

〇

事業番号

実施計画事業

実施計画事業以外の事業

令和元年度 事務事業評価シート

0 0

11,662

項目 Ｈ27 Ｈ29

事
業
費

人
件
費

その他

計（A）

0.2

対前年比

財
源

事業費合計（C＝A＋B）

直
接
経
費

その他職員

決
算
額

02 目 01

-

1,739 1,739

Ｈ30

749 749 749

990

65歳以上の市民に対して健康増進及び一般教養の向上を促すとともに、高齢者の生きがいの一部として、また、出かける
ためのきっかけづくりのために、各地域へバスによる送迎により市民会館で市政、交通安全、生活関係の講演や生徒によ
る発表会、プロによる演芸など、年間で11回の寿学園定例会の開催及び年１回の課外学習を実施した。

〔平成３０年度の実施内容〕
4月：高齢者の交通安全、皆勤賞等の表彰 　　　　　　　　　5月：口腔ケアに関する講演、演芸
6月：市長講話、演芸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月：家庭内事故防止に関する講話、生徒発表会
8月：舞踊協会による公演、課外学習　　　　　　　　　　　　　10月：消費者トラブル予防に関する講演、演芸
11月：身近な文化財に関する講話、民謡協会による公演　12月：健康とスポーツに関する講演、演芸
1月：音楽、映画鑑賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2月：笑いと健康に関する講演、演芸
3月：介護に関する講話、民謡連盟等による公演

◆平成30年度実績
〔生徒数〕
2,245人

〔課外学習参加者数〕
654人

〔皆勤賞受賞者数〕
165人

正職員

- -

計（B）

Ｒ1

11,002 11,662

11

-

2,258 2,245

2,320 2,294 2,258 2,245

項

0

749

13,372

0.2

100.1% 94.5% 106.0%-

- -

659 654 654

-

0 0

11,899 12,226 11,769 11,250 11,475

11,633 11,644

5,764 5,834

-

11 11

受益者数（a） 人 2,320 2,294

627

-

寿学園生徒数
-

講演回数
-

5,970

-

11

-

-

- -

1,739

13,383 12,741 13,401

活
動
指
標

指
標

＠
事
業
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164 193

成
果
指
標

受益者あたり事業費
（ｂ＝C/a）

円 5,643

課外学習参加者数

1．事業の概要

皆勤賞表彰者数
-

1,739

-

138 165

- -

0.1 0.1

0.2 0.2

0.1 0.1

0

0

一般財源

Ｈ28

11,644 11,002

国・県支出金

11,633

0

その他職員（時給×時間） 990

（当初）予算額

正職員（平均賃金）

990 990

1
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４．総合評価

千円 節 節削減額・対象

評
価
結
果

維　持

事務事業評価による額

高齢化が進む中で、居宅に閉じこもりがちな高齢者などに対し、介護予防や生きがいづくりを図るた
め、今後も事業の実施を継続していく。生徒数の減少の対策として、魅力ある事業内容（中部フィル
等の地域資源を取入れた文化・教養の講座やこまき山体操を行う運動講座など）の検討や、寿学
園の開催の周知を図る。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

高齢化が進む中で生徒数が減少傾向であることから、生徒数増加に向けて事業内容の見直し及び
事業の周知を行う必要がある。一方で課外学習参加者数は生徒数に対して高い比率が続いており
好評を得ている状況であるため、今後も継続して開催していく。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

診
断
結
果

事業の方向性
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